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授業改善推進プラン Ｈ１９．３．２６版

学力向上を図るための全体計画 台東区立蔵前小学校

蔵前小学校蔵前小学校蔵前小学校蔵前小学校のののの教育目標教育目標教育目標教育目標

・関係法規 人間尊重の精神を基盤とし、自主性と創造性 ・学校、地域の実態

・東京都教育目標 に富み、母校を愛し、人を愛し、郷土への誇り ・保護者・地域の

・台東区教育目標 と豊かな知性と感性を持ち合わせるとともに、 期待や願い

心身共に健康でたくましい児童を育成する。 ・期待される児童像

○自ら学ぶ子 ○人間性豊かな子

校内研究主題校内研究主題校内研究主題校内研究主題とのとのとのとの関連関連関連関連 ○心も体も健康な子 ○チャレンジする子

○児童が友達と豊かにかか

わり合いながら、心身とも

に健やかに成長していくこ 生活指導生活指導生活指導生活指導のののの指導指導指導指導のののの重点重点重点重点

とができるようなコミュニ 蔵前小蔵前小蔵前小蔵前小におけるにおけるにおけるにおける「「「「確確確確かなかなかなかな学力学力学力学力」」」」 ○学級経営の充実を図り、

ケーション能力を育てる。 ○学びの対象に主体的に取り組む、実践力のあ 教師と児童の信頼関係及

る児童を育てる。 び児童相互の好ましい人

各教科各教科各教科各教科のののの指導指導指導指導のののの重点 重点目標重点 重点目標重点 重点目標重点 重点目標＝＝＝＝学学学学びのびのびのびの習慣化習慣化習慣化習慣化をををを図図図図るるるる 間関係を育てるとともに、

○各教科の内容特性のよさ 児童理解を深める。

を感じ取らせ、主体的に取 ○学力とは、学習指導要領に示されている、自 ○基本的な生活習慣・学

り組もうとする関心・意欲 ら学ぶ意欲、思考力・判断力・表現力、基礎 習習慣の定着を図る。

・態度を育てる。 的な知識や技能を総合的に活用して、学んだ

○思考力・表現力を育て ことを他の学習や生活に生かす力と捉える。 道徳教育道徳教育道徳教育道徳教育のののの指導指導指導指導のののの重点重点重点重点

る。 ○学級の雰囲気や人間関

○基礎的な知識・技能を定 ○「日本語」を大切にする心を育成し、互いの 係が、思いやりのある自

着させる。 思いを伝えあうための手段としてのコミュニ 主的、協力的なものとな

ケーション能力の育成を図る。 るように指導し、直面す

総合的総合的総合的総合的なななな学習学習学習学習のののの時間時間時間時間のののの指導指導指導指導 る課題に主体的に取り組

のののの重点重点重点重点 む学習態度の育成を図る。

○自ら課題を見付け、自ら ○自分を見つめ、価値あ

学び、考え、主体的に判断 るものを求める心を育て

し、よりよく問題を解決す 学んだことを生活や る。

る資質や能力を育てる。 学習に生かす力

○学び方やものの考え方を 特別活動特別活動特別活動特別活動のののの指導指導指導指導のののの重点重点重点重点

身に付け、問題の解決や探 各教科等で身に付けさ ○希望や目標をもって生

究活動に主体的、創造的に せたい基礎・基本 きる態度、基本的生活習

取り組む態度を育て、自己 慣、望ましい人間関係、

の生き方を考えることがで 読み・書き・計算 心身共に健康で安全な生

きるようにす。 活態度等を育てる。

○各教科で身に付けた知識 ○教科指導で身に付けた

や技能を相互に関連付け、 基本的な生活習慣・学習習慣 能力や態度を、実践的に

知の総合化を図る。 生かす。

本 校本 校本 校本 校 のののの 授 業 改 善授 業 改 善授 業 改 善授 業 改 善 にににに 向向向向 け たけ たけ たけ た 視 点視 点視 点視 点

指導内容・方法の工夫 教育課程編成上 校内における研 評価活動の工夫 家庭や地域社会

の工夫 究や研修の工夫 との連携の工夫

○ＴＴ、少人数の学習形態を ○授業時数を確保 ○学習プリントや ○学習カードを工 ○公開授業や「は

効果的に活用し、習熟度別や し、国語、算数、 カードを次年度に 夫し、児童の興味 つらつジャーナ

課題別の指導を取り入れる。 学級活動に、多く 活用できるよう保 関心を高めるとと ル」などを通して

○聞き方・話し方の具体的方 の時数を配当す 管する。また、そ もに、自己評価・ 情報を発信し、保

法を掲示し、全教育活動を通 る。 れを元に、日常的 相互評価をしやす 護者・地域の理解

して指導する。 ○朝の時間の工夫 な情報交換や研修 くする。 と協力を求める。

○学び方を身に付けさせる単 や日記指導等を通 を盛んにする。 ○授業に対する児 ○「オレンジ人材

元では多くの時数を配当する して、学習の日常 ○全学年を見通し 童・保護者からの バンク」を活用し、

よう、重点化を図りながら年 化を図る。 て学力の充実を目 評価を行う。 保護者や地域の方

間計画を作成する。 指した計画を立て ○座席表を活用し の授業への参画を

○体験的な学習、問題解決型 る。教材研究を徹 た指導に即した評 進める。

の学習等を取り入れ、学習を 底して「ねらい」 価、スモールステ ○「学年×１０分」

豊かにする。メディアセンタ を明確にした授業 ップによる児童の を目安に、家庭学

ーの活用も進める。 ○教師の専門性を を行う。 努力を認め励ます 習の習慣化を図

○発展的な学習や補充的な学 生かし、教科の指 ○地域教材の開発 評価を行い、指導 る。

習など、個に応じた指導の充 導者を交換して指 を進める。 と評価の一体化を ○保護者の授業へ

実を図る。 導に当たる。 図る。 の参画を進める。


